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構成 

効果 

マルチブレード草刈り装置 
●刈り残しが発生し難く、操作性に優れる 

 

❶技術分野 

本発明は、例えば、地面に沿って移動しながら草を刈り取るマルチブレード草刈り装置に関する。 

❷発明の背景と目的 

草刈り装置で草刈りを行った後、刈り残した草を、例えば、人手で刈り取る必要が生じ、草

刈り作業が煩雑になると共に、草刈りに要する時間も長くなって草刈りに要する費用が増大す

るという問題が生じている。 

本発明はかかる事情に鑑みてなされたもので、草刈り幅が広く、刈り残しが発生し難く、操

作性にも優れたマルチブレード草刈り装置を提供することを目的とする。 

❸発明の構成と効果 

回動可能な対となる左、右ブレードホルダー１１、１２と、左、右ブレードホルダー１１、

１２の少なくとも先部にそれぞれ、回転可能かつ左、右ブレードホルダー１、１２の回動時

に近接又は隙間を有して交差可能に設けられた第１、第２の左ブレード１３ａ、１３ｂ及び

第１、第２の右ブレード１４ａ、１４ｂと、第１、第２の左ブレード１３ａ、１３ｂ及び第１、第２の

右ブレード１４ａ、１４ｂの回転駆動手段１５とを有し、第１、第２の左ブレード１３ａ、１３ｂ及び

第１、第２の右ブレード１４ａ、１４ｂは、左、右ブレードホルダー１１、１２が回動時に通過する各

平面に対して、０を超え１０度以下の範囲でそれぞれ傾斜可能に設けられ、第１、第２の左ブレード１

３ａ、１３ｂの回転方向と第１、第２の右ブレード１４ａ、１４ｂの回転方向は逆である。 

本発明に係るマルチブレード草刈り装置においては、左、右ブレードホルダーを回動させ

ることにより、左、右ブレードホルダーが回動する平面と平行又は交差する平面内で、左、

右ブレードをそれぞれ往復移動させることができ、左、右ブレードが通過する範囲が拡大す

ることにより左、右ブレードによる草刈り幅を広くすることができる。 

           


